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空港を管理、運用及び利用する事業者に対して、RFID（Radio Frequency Identification）
技術※1及び当該技術を活用するため必要となる先端技術の普及促進に関する事業を行い、
空港の利便性及びセキュリティの向上に寄与することを目的とし主に以下の活動を行っている。

⚫ RFID関連規格の策定支援 IATA Baggage Working Group等

⚫ RFIDを利用した新技術等の導入支援・実証実験の実施

⚫ 空港DX ※2関連技術に関するコンサルティング（海外調査等）

１．ARTA概要～ARTA活動目的及び主な活動

1

鉱工業技術研究組合法に基づく国土交通省所管の技術研究組合として活動した、次世代空港システム技術研究組合
ASTREC（2003年～2008年）の後継団体の位置付けにあります。
空港DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、AI、IoT、顔認証などの最先端のデジタル技術を活用して、空港での
手続きや運営業務、安全管理を根本から変革する取り組みのことです。

※１

※2
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⚫ 国土交通省・観光庁等の関係機関との施策連携
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１．ARTA概要～活動スキーム

IATA BWG

航空会社

空港会社

4空港BHS
担当者会議

次世代空港
システム
検討会

ARTA

国土交通省

報告・相談
上申・提案
調査請負
事業応募

JAL・ANA

成田国際空港
関西ｴｱﾎﾟｰﾄ
東京国際空港ﾀｰﾐﾅﾙ
日本空港ビルデング
中部国際空港
北海道ｴｱﾎﾟｰﾄ
福岡空港
那覇空港

手荷物取扱技術検討

空港ｼｽﾃﾑ技術共通化
次期運用機器・ｼｽﾃﾑ検討
個々の技術・調査相談

国際規格つくり

RFID技術規格設定

ARTA活動スキーム

経済産業省

観光庁

IATA：International Air Transport Association , BWG：Baggage Working Group ,  BHS：Baggage Handling System , 
EBT：Electronic Baggage Tag , RFID：Radio Frequency Identification , ITS：Intelligent Transport Systems

航空インフラ
国際展開協議会

FAST 
TRAVEL WG

空港システムソリューションの
海外展開を推進

新技術による空港運用検討

FAST TRAVEL施策対応
の検討WG

空港技術報告会

ARTA活動の発表講演

上申・提案
報告・相談
事業応募

航空局
総合政策局

報告
相談

施策連携
空港業務DX

推進官民連絡会

首都圏空港
DX推進協議会

OAC運用等
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２．ARTA活動紹介～国際規格対応   

IATA BWG活動及びARTA関連内容について

◼ PROJECTS ～ 手荷物取扱ミスの低減と手荷物取扱品質の向上

手荷物取扱ミス
の低減

RFIDﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（2000～
2007）

Baggage 
Improvement 

Program
（2007～2012）

InBag 
Program
（2013～ 
2015）

2006 PSCRM  RP1740c RFID Specifications for Interline Baggage 改訂

2003～2008 ASTREC , 2009～ ARTA 実証実験成果をBWGへ提供

手荷物取扱ミス発生率を減らす

手荷物取扱品質の向上 Baggage Tracking (Reso753), RFID Bag Tag, EBT

手荷物取扱ミス発生率

End to End 
Baggage 
program
（2016）

eBC 
Program
（2017）

End to End 
Baggage program
（2018～2020）

⇒ 2019：0.56% ⇒ 2021：0.69% ↑

Off 
Airport 
Baggage 
Services 

◼ PROJECTS ～ 手荷物追跡とOff Airport Check-in

手荷物取扱ミス
の低減

手荷物追跡による取扱ミス発生の低減を目指す⇒Reso.753の履行

手荷物追跡情報の旅客への提供⇒旅客満足度向上と安心感

空港での手荷物
取扱量の低減

旅客数は今後20年間で倍増し、2043年には41億人に達する。（IATA予測）⇒空港施設のひっ迫
空港外での取り扱い（Off-Airport Check-in）が必要となる

2023～ ARTAによる手荷物追跡及びOff-Airport Check-inの実証実験実施

◼ PROJECTS ～ その他手荷物関連

手荷物メッセージの
刷新

Type B から modern baggage messaging standard (BIX) への更新を図る
https://www.youtube.com/watch?v=NaJY9CdCCFE
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２．ARTA活動紹介～ 国際規格規定及び関連文書   

IATA BWG活動及びARTA関連内容について

◼ STANDARDS ～ IATA PSCRMのBaggage関連規定策定＆改訂

✓ Resolution740 Form of Interline Baggage Tag

策定及び改訂に取り組む主要規定

✓ Recommended Practice 1740c RFID Specifications for Interline Baggage

✓ Recommended Practice 1745 Baggage Information Messages

✓ Recommended Practice 1754 Electronic Baggage Tag

✓ BRM Off Airport Baggage Services 

✓ Resolution753 Baggage Tracking

✓ Recommended Practice 1755 Baggage Logistics ＆ Conformance Event Services

■主要規定および関連文書

⚫ Tracking Implementation Guide (pdf)
⚫ Off Airport Operations playbook (pdf)
⚫ White paper for LPN issuance (pdf)
⚫ White paper Baggage Auto-reflighting (pdf)
⚫ Baggage Reference Manual (BRM)
⚫ Passenger Services Conference Resolutions Manual (PSCRM)
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２．ARTA活動紹介～OFF AIRPORT CHECK-IN運用モデルイメージ   

自宅

電子手荷物タグの活用による陸空一貫管理・旅客への手荷物追跡データ提供

手荷物預託

搭
乗手

荷
物

Web check-in

搭乗券のみ発行 搭
載

出発空港

預
託

到着空港

手
荷
物

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

出発空港

BHS 手荷物追跡（乗継手荷物含む） 搭
載
管
理

取降し
手荷物
捜索

Check-in セキュリティ
出国検査

出発ゲート 搭
乗
管
理

未搭乗者
手荷物
取降し
指示

旅客追跡

手荷物
取降し

免税店
ラウンジ

旅客への手荷物追跡データ提供

到着
手荷物
追跡

手荷物
ピックア
ップ

旅客への
データ提供

電子手荷物タグの活用による旅客及び手荷物追跡管理・旅客への手荷物追跡データ提供

到着空港

SBD

5

手
荷
物
検
査

出
国
検
査

SBD

預託手荷物投入
手荷物検査

メイクアップ
搬送

手荷物搭載

オフエアポートチェックイン
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2005
KIX-HKG

UHF e-Tag

２．ARTA活動紹介～ RFIDを利用した新技術等の導入支援・実証実験 

◼ 実証実験実施経緯

2003～2004
13.56MHz

e-Tag Hands 
Free Travel

2007
CDG-NRT・NGO・KIX 

UHF e-Tag

IATA BWG

2003    04     05     06     07     08     09    2010     11     12     13     14     15     16     17    18 19

2010
MIC Project

NGO 
i-Tag & e-Tag

MIC : Ministry of Internal Affairs and Communications

2012・2013
ME Project

NGO 
SBD & EBT & RFID

ME : Ministry of the Environment

MLIT : Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

2015
MLIT Project

NEDO : New Energy and Industrial Technology Development Organization

ARTAASTREC

UHF帯RFIDタグ実証実験

※航空燃料削減効果検証実証実験
顔認証による旅客追跡(2017～2019)
RFIDによる手荷物追跡
（Unload手荷物捜索）
SBD、ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末（HMI）開発 等

ARTAの目指す運用モデルの実現

6

CDG : ﾊﾟﾘｼｬﾙﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ国際空港、NGO : 中部国際空港、KIX : 関西国際空港、NRT : 成田国際空港、

HKG : 香港国際空港

2017～2019
NEDO Project

2015
NEDO Project

2020
UVC除菌実用化

Project
NGO・KIX

2007
Hands Free 

Travel

2006
CDG-NRT 
UHF e-Tag
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■実証実験実施経緯

IATA BWG

2023   24   25  26 27

ARTA

2023
SBD対応RFID
タグ開発
EBT開発

2024
セキュリティ
混雑回避
実証NGO

7

PoC OAC
先導試験

NGO⇔SPO

2024
OAC試験

登別→SPO→各空港

2023
3D Lidar

人流計測試験
NGO

RFIDカート試験
HND・KIX・NRT

2025
首都圏空港

DX推進協議会
調査・分析

2026-2027
首都圏空港DX推進協議会

観光庁オーバーツリズム事業対応
PoC実証実験

2025－2026
モバイル搭乗券2次元バーコード
規格による運用差異の研究

2026
MAKEUPカルーセル
手荷物ID認識率
評価試験研究

Ver.2026.10

2027
MAKEUPカルーセル
手荷物ID認識
実証試験

２．ARTA活動紹介～ RFIDを利用した新技術等の導入支援・実証実験 
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2018年
日本初の
顔認証システム実験

2013年
日本初の
SBD実証実験

顔認証による空港制限
エリア内搭乗旅客位置捜索

顔認証対応搭乗ゲート

顔認証対応
セキュリティゲート

顔認証対応
SELF BAG DROP

ANA・NGO
国内線全路線対応

オランダ製国際対応SBD

Padによる位置情報取得

2007年
RFID（UHF)
実証実験

AF CDG-NRT相互運用

CDG空港におけるRFID認識

RFID（UHF）タグ

搬送ラインアンテナ認識率

2024年
PoC
OAC実証実験

名古屋OAC窓口

名古屋鉄道手荷物輸送

手荷物搭載RFID管理

旅客位置情報取得
札幌市内事例

2025年
登別→新千歳→
全路線OAC実証

2020年
UVC除菌
混雑回避実験

登別OAC窓口

OAC受付

手荷物タグ発行

羽田到着出口

RFID＋UVC除菌

返却カルーセル
RFIDアンテナ

手荷物返却情報表示

カート除菌管理

3．ARTA 主な実証実験 
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